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１．はじめに

２１世紀の未来社会の方向性を示すキーワードとして,"IT(情報通信技
術:InformationTechnology)革命”が今注目を集めている。このIT革命
という言葉は，光通信技術，衛星通信技術やコンピュータ技術等の情報通信
技術の革新的発展と，世界的規模に拡大したネットワーク網によるインター
ネットの普及，加えてディジタル化の拡大によるマルチメディア技術の飛躍
的な進展など，今日の多様な情報通信技術の進歩を表す用語であり，さらに
は，この情報通信技術の発展を背景にして起きるビジネスや日常生活の変化
や社会現象も指していると言われている。このIT革命による変革の波に直
面し，今日，我が国も含めた世界各国において高度情報通信社会の構築に向
けた様々な取組が活発になってきている。
特に，注目されるのは，インターネットや電子メール等の情報通信技術
(IT)を活用できる多機能，高機能化パソコンや携帯電話等の情報端末が，
企業や大学，研究機関等ばかりでなく一般の家庭にまで急速に普及・拡大し，
各個人と全世界がネットワークで結ばれ様々な情報の発信や受信ができる時
代へと大きく変遷してきていることにある。
これらの動きは単に産業，経済，軍事，医療，教育，生活等の社会全体に

大きな影響を及ぼし個々の変革を促するだけでなく，私たちの社会の構造そ
のものに大きな変革の波を起こしつつある。つまり,IT革命は，産業革命以
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高等教育機関におけるマルチメディアの活用と生涯学習８５

分散している学習資源を集積し，共有化することを推進するものであり，地
域の生涯学習機会の充実を図る上でも，その教育分野における積極的な活用
が期待されている」と提示されており，２１世紀の教育システムを考える上で，
マルチメディアの活用は，生涯学習の推進にとって大きな意義のあることが
示されている。
つまり，社会全体の情報化の進展を考慮しながら，生涯学習システムにお
けるマルチメディアを活用した高等教育機関の教育・研究の在り方，さらに
は，生涯学習機関としての大学教育の在り方についても検討をすすめること
が必要とされてきている。（４）
さて，「高等教育におけるマルチメディアの活用」について考察をしてい

く上でキーワードとなる「マルチメディア」という用語は，これまで情報・
メディアの分野で多く使われてきたが，本稿では，マルチメディアの活用の
意義や有効性などを考察する上で，マルチメディアの概念をおよそ整理して
おく必要力Kあるので次にマルチメディアの定義について考察する。

3．マルチメディアの基本概念

(1)ディジタルな融合
ところで，「マルチメディア」の定義については，それぞれ関係する分野

や立場で微妙に異なっているので，文教行政，研究者，企業関係者などの意
見を提示し「マルチメディア」の概念を把握することにする。
文部省の「マルチメディアを活用した２１世紀の高等教育の在り方」に関

する懇談会報告（平成８年７月）においては，次のようにまとめられている。
｢一般に，マルチメディアとは，技術の進展により，文字・音声・静止画・
動画等をディジタル処理し，一体的に扱うことができる状態」であると非常
に概念的にまた簡潔にまとめ，さらに「①同時性，②双方向性，③表現の
多様性，④情報の蓄積・検索能力の向上」の特徴を有するものであるとし
ている。
西垣通氏は，マルチメディアは「複数のメディアの共存」であり，「文字，

音声，画像，動画などを統一的に扱うメディア・テクノロジー」と定義した
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8８特集情報化の進展と生涯学習

れている。教育分野に関しては，平成１３年度までに，すべての公立学校を
インターネットに接続することを目指している。ちなみに，平成９年度には，
各校の台数は別として，小中高等学校のほぼ全ての学校（小学校90%,他校
98％以上）にコンピュータが導入されている。（８）
(2)マルチメディアに係る文教関係施策の動向
次に，文教関係施策の動向を見てみると，昭和５９年～６２年の臨時教育審

議会答申で「情報化への対応」が提言されて以来，将来の高度情報化社会を
生きる子ども達に「情報活用能力（リテラシー)」を育成することが重要との
考えから初等中等教育を中心に，かなり積極的に情報化への取り組みがなさ
れてきている。
平成６年には「マルチメディア時代」に適切に対応するため「マルチメディ
アの発展に対応した文教施策の推進に関する懇談会」が設置され，平成７年
には，内閣の高度情報通信社会推進本部の「高度情報通信社会推進に向けた
基本方針」が決定され，その「基本方針」を受け，文部省は「教育・学術・
文化・スポーツ分野における情報化実施指針」を策定している。
平成８年の中央教育審議会「２１世紀を展望した我が国の教育の在り方につ
いて」の１次答申の中で，情報機器，情報通信ネットワークを活用した学校
教育の質的改善や光ファイバー，衛星通信等の活用の在り方などについて研
究開発の必要性を指摘している。
また，平成10年の生涯学習審議会報告「杜会の変化に対応した今後の杜

会教育行政の在り方について(中間まとめ)」においても，生涯学習の振興を
図る上で，「マルチメディアの活用は，時間的，地理的制約を克服し，勤労
者や子育て中の人，身近に学習機会のない人にとって，より質の高い効率的
な学習を可能にするもの」として期待されるとし，「今後，いつでもどこで
も学習者のリクエストに応じた学習ができるシステムや,ISDN,衛星通信
を活用した遠隔学習の実施，図書館や博物館等の有する学習素材をマルチメ
ディア・データベース化し他の社会教育施設や学校等において活用できるよ
うにする」など，マルチメディアを活用した新しい学習システムの開発．普
及の必要性を指摘している。
(3)高等教育に係る施策の動向
特に，高等教育に関しては，文部省は前述の「教育・学術・文化・スポー
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90特集情報化の進展と生涯学習
ところで，周知のとおり，今日の高等教育は，大学設置以来の未曾有の改

革が進められており，少子化で若い世代の減少する中，国際化や情報化など
の社会の変化への対応，学術研究の高度化，教育・研究の評価の見直し，生
涯学習ニーズの高まりへの対応など様々な課題を抱えている。
このような状況において，高度情報通信技術，マルチメディアを活用した

教育・研究の改善（改革）に２１世紀の大学の新しい方向性を見出そうとす
る期待，社会人の多様化・高度化する学習ニーズに対応する大学の生涯学習
機関としての機能の充実を図る動きが生じてくることは当然のことといえる。
また，このような高等教育サイドの動きを可能せしめるような，大学設置

基準の見直しなど制度上の改善も進められており，今後，情報通信技術の発
展によって，高等教育の教育・研究の形態はもちろん，大学の設置形態その
ものが変わる可能性を示している。（９）

5．高等教育におけるマルチメディアの活用の現状

(1)マルチメディアの活用とヴァーチャルの世界
これまで幾度と述べてきたが，情報通信技術の急速な進展により，２１世紀

の生き残りをかけて世界各国で高度情報通信社会の構築を目指した様々な取
組が活発になってきている。当然，高等教育への期待も大きく，オープンな
ネットワークの導入とマルチメディアの活用によって，従来の高等教育の形
態からの変革が期待されている。
当然,その変革は大学の機能である教育，研究，そして生涯学習のすべて
に及ぶことであるが，ここで注目すべきことは，前述したマルチメディア化
の進展による「シームレス（ポーダレス)」の現象である。空間的，時間的，
物理的，機能的，思考的隔たり等のあらゆる世界を融合していく可能性がで
てきたことである。
例えば,国立大学，私立大学，民間の研究所などが，インターネット上に

｢仮想研究所（ヴァーチャル・ラボ)」を構築し，産学公がネットワーク上で
一体的に知的共同作業を行うことができる機関が誕生する。また，大学の各

研究室，及び研究機関が所蔵している調査研究の成果や研究のために収集し
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